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【
七
月
・
八
月
の
ご
法
縁
の
ご
案
内
】 

◇
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
内
容
を
中
止
・変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。 

お
盆
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー 

 

七
月
十
日 

（
土
） 

午
後
二
時
か
ら
午
後
五
時 

永
代
経
祥
月
法
要
（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

七
月
十
一
日 

 

（日
）  

午
後
一
時 

初
盆
会 

 

七
月
十
七
日 

（
土
） 

午
前
十
時
・午
後
一
時 

墓
参
り 

（
於 

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
メ
タ
リ
ー
） 

 

七
月
十
八
日 

 

（日
）  

午
前
九
時 

盂
蘭
盆
会
（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

御
講
師 

宮
地
タ
カ
シ 

師
（
サ
ザ
ン
ア
ラ
メ
ダ
仏
教
会
） 

 

七
月
十
八
日 

 

（日
）  

午
前
十
時 

日
英 

戦
没
者
追
悼
法
要
（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

八
月
一
日 

 

（日
） 

午
前
十
時 

永
代
経
祥
月
法
要
（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

八
月
八
日 

 

（日
）  

午
後
一
時 

  

日
曜
礼
拝
（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

毎
週
日
曜
日  

 
 

午
前
十
時 

別
院
お
休
み
（In

d
ep

en
d
en

t D
a
y

） 

 

七
月
四
日
―
五
日 

         

本
派
本
願
寺
羅
府
別
院 

        

「
お
盆
」 

 

親
鸞
は
父
母
の
孝
養
の
た
め
と
て
、
一
返

に
て
も
念
仏
申
し
た
る
こ
と
、
い
ま
だ
候

は
ず
。
そ
の
ゆ
ゑ
は
、
一
切
の
有
情
は
み

な
も
つ
て
世
々
生
々
の
父
母
・
兄
弟
な

り
。
い
づ
れ
も
い
づ
れ
も
、
こ
の
順
次
生

に
仏
に
成
り
て
た
す
け
候
ふ
べ
き
な
り
。 

『
歎
異
抄
』
第
五
条 

  

今
年
も
お
盆
の
季
節
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
例
年
通
り
の
形
で
の
お
盆
祭
り
開
催
は

も
う
一
年
見
送
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
状
況

は
徐
々
に
改
善
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
未
だ
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
へ
の
懸
念
が
完
全
に
払
拭
さ

れ
た
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
た
め
で
す
。
お

盆
祭
り
に
代
わ
り
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
に
よ
る
お

寿
司
や
チ
キ
ン
の
販
売
、
ラ
ッ
フ
ル
抽
選
会
、
そ

し
て
婦
人
会
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
す
。
お
祭
り
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に

目
が
奪
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
お
盆
が
仏
法
を
聴
聞

す
る
大
切
な
ご
縁
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
忘
れ

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

お
盆
は
亡
き
人
を
追
悼
す
る
時
間
で
す
。
同
時

に
亡
き
人
の
人
生
が
今
も
絶
え
ず
私
た
ち
と
深
く

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
時
間
で
も
あ
り
、

頂
い
た
も
の
の
大
き
さ
と
深
さ
を
改
め
て
実
感
す

る
時
間
で
す
。
私
た
ち
が
こ
う
し
て
今
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
先
を
生
き
た
方
々
の
お
か
げ
と
言
え

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
お
盆
は
私
た
ち
に
と
っ
て
感

謝
を
表
現
す
る
場
な
の
で
す
。
そ
の
感
謝
の
気
持

ち
が
具
体
的
に
は
お
墓
参
り
や
ご
法
事
、
そ
し
て

自
ら
の
人
生
を
見
つ
め
な
お
す
と
い
う
行
動
に

よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
言
い
換
え
る

な
ら
、
お
墓
参
り
や
ご
法
事
は
亡
き
人
の
た
め
に

生
き
て
い
る
私
た
ち
が
振
り
向
け
る
功
徳
で
は
な

く
、
ご
縁
が
私
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
真
実
に
目

覚
め
た
時
に
私
た
ち
の
中
に
自
然
と
湧
き
上
が
る

深
い
喜
び
と
感
謝
の
表
現
な
の
で
す
。 

「
お
盆
は
亡
き
人
へ
善
行
を
振
り
向
け
る
も
の
で

は
な
い
」
と
言
う
と
、
首
を
か
し
げ
る
人
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
盆
踊
り

の
起
源
と
言
わ
れ
る
お
話
は
「
神
々
」
へ
の
請
願

の
お
話
に
聞
こ
え
ま
す
。
ま
た
、
新
聞
や
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
よ
く
聞
か
れ
る
の
は
、
お
盆
は
あ
の

世
か
ら
死
者
を
年
に
一
度
お
迎
え
す
る
行
事
で
あ

る
と
い
う
も
の
で
す
。  

 

 

冒
頭
に
紹
介
し
た
の
は
『
歎
異
抄
』
第
五
条
の

一
節
で
す
。
こ
こ
で
親
鸞
聖
人
は
父
母
に
対
す
る

孝
養
、
そ
し
て
先
祖
崇
拝
に
つ
い
て
ご
自
身
の
受

け
止
め
を
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

聖
人
が
生
ま
れ

る
前
、
そ
し
て
生
き
た
時
代
で
は
、
法
要
を
勤
め

る
、
寺
院
や
仏
像
を
建
造
す
る
、
読
経
や
念
仏
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
亡
き
人
の
菩
提
を
弔
う
た
め
で

し
た
。 (

三
面
へ)  

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

対
応
に
つ
い
て
】
（
六
月
九
日
現
在
） 

  

羅
府
別
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
為
、
各
種
対
策
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。 

 

日
曜
礼
拝
・
特
別
法
要
・
永
代
経
祥
月
法

要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
生

配
信
を
し
て
お
り
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
、

ご
参
拝
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

N
ish

iD
h
arm

aC
en

ter@
g
m

ail.co
m

 

ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
C
O

V
ID

規
制
の
緩
和
を
受
け
ま
し
て
、
一

部
サ
ー
ビ
ス
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
お
葬

儀
、
法
事
、
還
骨
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

堂
、
ウ
ィ
ス
テ
リ
ア
、
納
骨
堂
が
ご
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
細
の
確
認
は

寺
務
所
ま
で
ご
確
認
下
さ
い
ま
せ
。 

 

引
き
続
き
納
骨
堂
参
拝
を
さ
れ
ま
す
方

は
、
事
前
に
来
院
の
ご
連
絡
を
頂
け
る
と
助

か
り
ま
す
。 

＊
米
国
内
の
社
会
情
勢
の
変
化
で
、
予
告
な

く
別
院
の
方
針
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
最
新
の
情
報
は
、
当
院W

eb
site

を
確

認
頂
く
か
、
お
電
話
に
て
お
尋
ね
下
さ
い
。

合
掌 

◇
「
逃

げ

る

は

恥
だ
が
役
に
立

つ
」
こ

の

言

葉

に
聞
き
覚
え
の
あ
る
方
は
、
日
本
の

エ
ン
タ
メ
情
報
に
詳
し
い
人
だ
ろ

う
。
◇
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
こ
と
わ
ざ
を

冠
せ
ら
れ
た
通
称
「
逃
げ
恥
」
こ

と
、
星
野
源
氏
と
新
垣
結
衣
氏
が
主

演
を
務
め
た
こ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

は
、
２
０
１
６
年
の
冬
に
放
映
さ

れ
、
当
時
星
野
氏
が
歌
う
主
題
歌
の

「
恋
」
と
共
に
日
本
中
で
大
人
気
と

な
っ
た
。
◇
今
年
に
放
映
さ
れ
た
特

別
版
の
撮
影
を
き
っ
か
け
に
両
氏
が

本
当
に
結
婚
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
が
、
二
人
は
ド
ラ
マ
の
中
で

は
仮
面
夫
婦
と
い
う
設
定
だ
。
と
あ

る
事
情
で
雇
用
主
の
夫
と
被
雇
用
者

の
妻
と
い
う
契
約
を
交
わ
し
た
二
人

は
次
第
に
惹
か
れ
合
う
よ
う
に
な

る
。
◇
ド
ラ
マ
は
意
外
に
も
社
会
派

で
、
結
婚
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
軸

に
周
り
に
認
め
て
も
ら
う
幸
せ
か

ら
、
自
分
が
幸
せ
と
思
え
る
生
き
方

が
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
今
の
日

本
で
、
結
婚
を
仕
事
と
割
り
切
る
こ

と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
を
得
よ
う
模

索
と
す
る
二
人
の
姿
は
世
相
と
軌
を

一
に
す
る
。
◇
一
方
で
こ
と
わ
ざ
の

元
の
意
味
は
、
自
分
の
戦
う
場
所
を

選
べ
と
い
う
事
ら
し
い
。
逃
げ
て
も

良
い
か
ら
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
発

揮
で
き
る
環
境
に
身
を
置
き
な
さ
い

と
い
う
こ
と
ら
し
い
が
、
そ
う
上
手

く
割
り
切
れ
な
い
の
が
人
間
だ
ろ

う
。
逃
げ
る
は
恥
だ
が
役
に
立
つ
、

し
か
し
、
そ
れ
に
は
勇
気
が
要
る
。 

一
言
居
士 

【各ページ案内】 

一頁 総合 

二頁「この話ご存じで

したか」 

三頁 法話 

 

[最近の別院の写真] 

（上写真）西セン

ターの子どもたちが

降誕会のお祝いで横

断幕を作ってくれま

した。とってもカラ

フルです！（下写

真）オン・オフライ

ンの両方で、お盆の

準備には多くのボラ

ンティアが関わって

います。皆さん、健

康と安全を大事に！ 

 

本
派
本
願
寺
羅
府
別
院 

輪
番
法
話 

輪番  

ウィリアム ブリオネス  
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【
こ
の
話
ご
存
知
で
し
た
か
】
増
山
栄
子 

 
『L

A
 Y

B
A
 S

A
N
G

H
A

』
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
青
年
仏
教
協
会
公
式
出
版
物 

   

１
９
５
７
年
２
月 

月
刊
誌
１
２
巻
、
２
号 

 

「
三
人
の
出
場
者
が
雄
弁
家
の
栄
誉
を
競
う
（
南
部
地
区 Y

B
L

連
盟
会

議
）
」 

  

三
人
の
審
査
員
が
来
月
のW

Y
B
L

の
会
議
でS

D
Y
B
L

を
代
表
す
る
出

場
者
を
決
定
し
ま
す
。
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
う
え
き
〈
ウ
ェ
ス
ト
ロ
ス
ア

ン
ゼ
ル
ス
〉
、
グ
レ
イ
ス
・
わ
だ
〈
洗
心
〉
、
ジ
ュ
ー
ン
・
わ
か
さ

〈
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
〉
が
雄
弁
家
コ
ン
テ
ス
ト
でL

A
Y
B
A

を
代
表
し
ま

す
。
彼
女
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
高
校
冬
期
の
卒
業
生
で
、
教
育
課
程
を

イ
ー
ス
トL

A
JC

で
勉
強
し
ま
す
。
ジ
ュ
ー
ン
はJr. Y

B
A

の
書
記
で
、

日
曜
学
校
とY

B
A

の
両
方
で
オ
ル
ガ
ン
奏
者
と
し
て
の
奉
仕
も
し
て
い

ま
す
。
彼
女
の
趣
味
の
中
に
は
、
絵
画
と
衣
装
デ
ザ
イ
ン
が
あ
り
ま

す
。 

 
 

 

 

１
９
５
７
年
６
月 

１
２
巻
、
６
号 

 

「
踊
り
の
稽
古
が
本
格
化 

」 

  

お
盆
を
一
か
月
後
に
控
え
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
テ
ン
ポ
が
加
速
し
ま
し

た
。
通
常
通
り
、
踊
り
は
ウ
ェ
ラ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
で
両
夜
開
催
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
日
曜
学
校
の
ナ
ン
シ
ー
・
な
い
と
う
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の

指
導
に
よ
る
踊
り
の
稽
古
が
進
行
中
で
す
。
踊
り
の
稽
古
は
、
毎
週
、

月
水
金
の
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
セ
ン
ト
ラ
ル
ア
ベ
ニ
ュ
ー
近
く
の
セ

カ
ン
ド
ス
ト
リ
ー
ト
広
畑
駐
車
場
で
あ
り
ま
す
。
今
年
、
三
つ
の
新
し

い
ダ
ン
ス
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
「
実
り
音
頭
」
「
平
和
音
頭
」
「
活

惚
れ 

（
か
っ
ぽ
れ
）
」
で
す
。 

 
 

 

１
９
５
７
年
７
月 

１
２
巻
、
７
号 

 「
今
週
末
の
お
盆
は
大
衆
を
期
待
」 

  

ま
た
生
き
生
き
と
し
た
お
盆
カ
ー
ニ
バ
ル
の
時
で
す
。
七
月
十
三
日

と
十
四
日
、
こ
の
日
付
を
覚
え
て
お
い
て
下
さ
い
。
セ
カ
ン
ド
と
ウ
ェ

ラ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
の
郡
駐
車
場
が
場
所
で
す
。
着
物
や
法
被
（
は
っ

ぴ
）
を
着
た
百
五
十
人
以
上
の
ダ
ン
サ
ー
が
参
加
す
る
で
し
ょ
う
。
ス

ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
は
、
午
後
七
時
頃
か
ら
ウ
ェ
ラ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
で
両

夜
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

今
年
は
た
く
さ
ん
の
参
加
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム

や
た
く
さ
ん
の
食
べ
物
が
あ
り
ま
す
。
今
年
利
用
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な

売
店
や
屋
台
は
、
お
皿
の
上
の
ニ
ッ
ケ
ル
ト
ス
、
風
船
ダ
ー
ツ
、
コ
イ

ン
上
の
輪
投
げ
、
チ
ッ
ク
タ
ッ
ク
ト
ー
、
ダ
イ
ム
ピ
ッ
チ
、
ニ
ッ
ケ
ル

ピ
ッ
チ
、
十
二
才
未
満
か
ら
二
十
二
才
以
上
、
ペ
ニ
ー
ピ
ッ
チ
、
パ
ン

ダ
ピ
ッ
チ
、
コ
ー
ク
瓶
ト
ス
、
ピ
ン
ポ
ン
ト
ス
、
レ
コ
ー
ド
ピ
ッ
チ
、

魚
釣
り
、
ラ
ッ
キ
ー
ス
ト
ラ
イ
ク
、
シ
ョ
ウ
ユ
ピ
ッ
チ
、
エ
レ
ク
ト
リ

カ
ル
ボ
ー
ド
の
ダ
イ
ム
ピ
ッ
チ
、
ア
ッ
ド
オ
ム
ア
ッ
プ
ダ
ー
ツ
、
ゴ
ー

ル
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ス
。
食
べ
物
の
売
店
は
、
寿
司
、
コ
ー
ン
ド
ッ

グ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ス
ナ
ッ
ク
バ
ー
、
タ
マ
ー
リ
と
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
、
ソ
ー
ダ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
で
す
。 

 

参
加
グ
ル
ー
プ
は
次
の
通
り
。
パ
サ
デ
ナ
仏
教
会 
、
パ
サ
デ
ナ

Y
A
B
A

、
パ
サ
デ
ナ
婦
人
会
、
パ
サ
デ
ナS

r Y
B
A

、
パ
サ
デ
ナ

Jr Y
B
A

、
サ
ン
・
バ
レ
ー Jr M

atro
n
s

、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
スJr  M

a-

tro
n
s

、
テ
ィ
サ
ラ
ナT

i-
S
a
ra

n
a

、C
h
ereo

m
is

、
ハ
リ
ウ
ッ
ド Jr 

M
atro

n
s

、
日
蓮 Jr Y

B
A

、
高
野
山 Jr Y

B
A
 

、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

Y
A
B
A
 

、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス Jr S

an
g
h
a

とB
u
sy

 B
ees

、
ロ
ス
ア
ン

ゼ
ル
ス
の
理
事
と
主
催
者
。 

 

以
下
配
役
の
担
当
者
。
西
の
屋
台
と
売
店
の
責
任
者
（
ト
ッ
シ
ュ
・

わ
し
ざ
き
、
ジ
ョ
ー
・
わ
た
り
）
、
パ
ン
ダ
・
ピ
ッ
チ
（
く
す
も
と
・

と
し
、
ア
ル
・
た
ま
り
ぶ
ち
）
、
コ
ー
ラ
瓶
ピ
ッ
チ
（
ジ
ョ
ン
・
や
ま

だ
）
、
ア
ッ
ド
オ
ム
ア
ッ
プ
ダ
ー
ツ
（
ハ
リ
ー
・
し
ば
た
）
、
魚
釣
り

（
タ
ッ
ド
・
ま
と
い
）
、
リ
ン
グ
ト
ス
（
サ
ム
・
あ
り
ざ
）
、
ソ
ー
ダ

ポ
ッ
プ
。 

 

ラ
ッ
フ
ル
の
販
売
活
動
に
は
熱
意
を
感
じ
ま
す
。[

１
９
５
７
年
６

月
、
「
カ
ー
ニ
バ
ル
委
員
会
は
来
月
の
大
行
事
の
準
備
」
…
賞
品
は
次

の
と
お
り
で
す
。
一
等
賞 : G

ru
n
d
ig

ハ
イ
フ
ァ
イ
コ
ン
ソ
ー
ル
型 

二
等
賞 : 

お
そ
ろ
い
の
椅
子
セ
ッ
ト
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
モ
ダ
ン
な
ダ
イ

ネ
ッ
ト 

三
等
賞 : 

デ
ラ
ッ
ク
スR

C
A

ク
ロ
ッ
ク
ラ
ジ
オ 

そ
の
他
多

く
の
賞] 

 

こ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
は
現
在Y

B
A

の
主
な
収
入
源
で
あ
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
形
で
も
援
助
は
委
員
会
と
メ
ン
バ
ー
に
大
い
に
感
謝
さ
れ
ま

す
。
第
十
一
回
お
盆
に
一
堂
に
会
し
、
こ
れ
を
す
べ
て
の
成
功
の
成
就

に
。 

 
 

「
や
ぐ
ら
がJu

n
io

r

を
先
導 

１
９
５
７
―
５
８
」 

 

 

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス Jr  Y

B
A

は
先
月
選
挙
集
会
を
開
き
ま
し
た
。
本

年
度
の
会
長
に
選
出
さ
れ
た
の
は
や
ぐ
ら
・
け
ん
で
し
た
。
他
の
委
員

は
次
の
通
り
で
す
。
エ
デ
ィ
・
さ
か
た
（
男
子
副
会
長
）
、
ベ
テ
ィ
・

お
か
だ
（
女
子
副
会
長
）
、
ま
つ
は
ら
・
き
よ
し
（
書
記
）
、
ジ
ェ
ー

ン
・
き
し
（
通
信
）
、
ル
ビ
ー
・
わ
か
や
ま
（
会
計
）
、
ノ
ー
マ
ン
・

い
の
う
え
（
広
報
兼
記
録
）
、
ハ
ワ
ー
ド
・
み
や
も
と
（
男
子
運
動
部

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
、
ベ
ッ
シ
ー
・
た
な
か
（
女
子
運
動
部
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
、
デ
ビ
ッ
ド
・
い
ま
い
（
宗
教
） 

Jr Y
B
A

の
年
間
行
事
表
の
次
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
レ
イ
バ
ー

デ
ー
の
週
末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
南
部
地
区Jr 

Y
B
A

の
連
盟
会
議
で

す
。 

 
 

 

１
９
５
７
年
８
月 

１
２
巻
、
８
号 

 「L
A
B
C
C

キ
ャ
ン
プ
委
員
会
は
８
月
２
９
日
か
ら
９
月
７
日
ま
で
の
九

日
間
の
開
催
準
備
を
し
ま
す
」 

 L
A
B
C
C

キ
ャ
ン
プ
委
員
会
は
現
在
、
毎
年
恒
例
の[

キ
ャ
ン
プ]

ヤ
ラ

ニ
へ
の
団
体
旅
行
の
た
め
に
約
四
十
か
ら
五
十
人
の
職
員
が
い
ま
す
。 

委
員
会
に
よ
る
と
、
現
時
点
で
約
八
十
人
の
子
供
た
ち
が
登
録
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
登
録
は
開
い
て
い
ま
す
。
年
齢
制
限
は
九
才
か
ら
十

三
才
で
す
。
子
供
た
ち
は
お
寺
で
登
録
で
き
ま
す
。 

西
本
願
寺
は
現
在
約
二
十
五
人
の
子
供
た
ち
が
キ
ャ
ン
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
登
録
し
て
い
ま
す
。
締
切
日
の
八
月
二
十
二
日
の
前
に
は
も
っ

と
サ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
あ
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。 

 
キ
ャ
ン
プ
は
八
月
二
十
九
日
に
開
始
し
て
、
九
月
七
日
に
終
了
で

す
。
楽
し
く
健
康
な
十
日
間
の
気
晴
ら
し
。 

Y
B
A

の
シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
日
曜
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
務
め
ま
す
。
役
割
の
配
置
は

次
の
と
お
り
で
す
。
ジ
ョ
ー
・
わ
た
り
（
男
子
部
担
当
キ
ャ
ン
プ
理
事

長
）
、
サ
ッ
ツ
・
よ
し
だ
（
副
理
事
長
兼
女
子
部
担
当
）
そ
の
他
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ア
ル
・
し
ば
た
、
増
山
栄
子
、
ミ
ッ
シ
ー
・
か
と
う
、

ナ
ン
・
な
い
と
う
、
ト
ム
・
ぶ
つ
み
ょ
う
、
ベ
ン
・
じ
ん
か
わ
、
マ

ス
・
さ
い
き
、
は
た
け
や
ま
・
き
よ
こ
。 

 
 

 
(

翻
訳 

伊
藤
千
鶴
子
） 

L
A
B
C
C

キ
ャ
ン
プ
の
キ
ッ
チ
ン
メ
ン
バ
ー 

西
別
院
ダ
ル
マ
ス
ク
ー
ル
の
教
員
＝
１
９
５
７
年 
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（
一
面
か
ら
）
つ
ま
り
、
生
き
て
い
る
私
た
ち
の
功
徳
に
よ
っ

て
亡
き
人
の
死
後
の
安
寧
が
約
束
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
聖
人
は
そ
う
し
た
考
え
か
ら

決
別
さ
れ
た
方
で
し
た
。
『
歎
異
抄
』
か
ら
伺
え
る
よ
う
に
、

聖
人
は
両
親
や
他
の
人
へ
の
功
徳
の
回
向
と
し
て
の
念
仏
を
諌

め
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

真
宗
門
徒
に
と
っ
て
お
盆
と
は
諸
行
無
常
の
真
理
を
大
切
な

人
と
の
別
れ
を
通
し
て
深
く
実
感
す
る
時
で
す
。
そ
し
て
自
ら

の
生
き
方
を
見
つ
め
直
す
機
会
で
あ
り
、
お
念
仏
を
心
か
ら
喜

ぶ
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

身
か
ら
溢
れ
る
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
が
盆
踊
り
と
し
て
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
年
は
、
星
空
と
街
の

夜
景
の
下
で
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
盆
踊
り
を
楽
し
む
こ

と
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
の
人
生
に
絶
え
る

こ
と
な
く
影
響
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
多
く
の
ご
縁
、
亡
き
人

か
ら
受
け
継
い
だ
ご
恩
に
想
い
を
馳
せ
る
時
間
を
ほ
ん
の
短
い

時
間
で
も
結
構
で
す
、
今
年
も
引
き
続
き
保
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

量
り
知
れ
な
い
ご
縁
の
お
か
げ
で
今
の
私
が
あ
る
、
と
い
う

こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
時
、
私
た
ち
の
身
と
心
を
満
た

す
の
が
他
で
も
な
い
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
浄
土
真
宗
で
は
お
盆
を
「
歓
喜
会
」
と

呼
び
大
切
に
し
て
き
た
の
で
す
。 

南
無
阿
弥
陀
仏 

     

「
夏
の
音
色
」  

夏
で
す
。
気
温
は
上
が
り
強
い
日
差
し
が
暑
さ
に
拍
車
を
掛

け
て
い
ま
す
。
趣
味
で
始
め
た
自
動
車
修
理
に
使
っ
て
い
る
車

は
コ
ン
バ
ー
チ
ブ
ル
で
す
が
、
そ
れ
に
乗
っ
て
運
転
す
る
時
は

屋
根
を
開
け
た
ま
ま
走
る
こ
と
が
多
い
こ
の
私
も
、
こ
の
頃
は

あ
ま
り
に
強
い
日
差
し
に
負
け
て
、
屋
根
を
閉
じ
て
走
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
普
段
は
屋
根
を
開
け
て
車
の
風
切
り

音
を
聞
い
て
運
転
す
る
こ
と
が
大
半
な
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
屋

根
を
閉
じ
て
走
っ
た
時
は
車
内
が
静
か
す
ぎ
て
、
運
転
し
て
い

る
気
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
誰
も
が
知
る
大
都
市
で
す
。
こ
こ
に
限
ら

ず
都
会
は
車
の
排
気
音
や
空
調
の
羽
が
回
る
音
、
甲
高
い
緊
急

車
両
の
サ
イ
レ
ン
の
音
な
ど
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
屋
内
で

も
電
話
の
呼
び
鈴
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
の
通
知
、
ラ
ジ
オ
の
ス

ピ
ー
カ
ー
、
掃
除
機
の
排
気
音
か
ら
話
し
声
に
至
る
ま
で
、
色

ん
な
音
の
中
で
私
た
ち
は
生
活
を
し
て
い
ま
す
。 

音
と
言
っ
て
も
そ
の
種
類
に
は
け
っ
こ
う
な
幅
が
あ
り
ま

す
。
窓
枠
が
揺
れ
る
ほ
ど
の
低
い
重
低
音
か
ら
耳
を
突
く
よ
う

な
高
音
、
そ
れ
に
加
え
て
音
量
の
大
き
さ
も
「
さ
さ
や
き
」
か

ら
い
わ
ゆ
る
爆
音
ま
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
私
は
大
き
い

音
が
苦
手
で
す
。
特
に
高
い
音
が
聞
こ
え
る
と
集
中
が
切
れ
て

し
ま
う
の
で
特
に
苦
手
な
の
で
す
。
お
寺
に
い
る
時
は
ほ
と
ん

ど
の
時
間
を
法
話
の
原
稿
や
案
内
な
ど
の
書
き
物
に
没
頭
し
て

い
た
り
、
ま
た
調
べ
物
で
本
を
読
む
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
の

時
に
い
き
な
り
電
話
の
呼
び
鈴
や
緊
急
車
両
の
サ
イ
レ
ン
の
よ

う
な
甲
高
く
て
大
き
い
音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
心
臓
に
悪
い

く
ら
い
び
っ
く
り
し
ま
す
。
集
中
し
て
い
る
分
私
の
耳
は
小
さ

な
音
で
も
拾
い
ま
す
か
ら
、
こ
こ
だ
け
の
話
、
私
の
オ
フ
ィ
ス

の
電
話
は
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
量
を
か
な
り
絞
っ
て
い
ま
す
。
甲

高
く
て
大
き
い
音
は
人
の
気
を
引
く
性
質
が
あ
る
よ
う
で
す

ね
。 

気
を
引
く
音
と
言
え
ば
、
セ
ミ
の
鳴
き
声
は
文
字
通
り
オ
ス

が
メ
ス
を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
あ
の
独
特
な
音
を
出
す
そ
う
で

す
。
今
年
は
「
１
７
年
ゼ
ミ
」
こ
と
ブ
ル
ー
ドX

の
大
量
発
生
の

年
で
東
海
岸
を
中
心
に
相
当
数
の
セ
ミ
が
一
斉
に
孵
化
し
た
そ

う
で
す
が
、
何
十
億
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
何
兆
と
い
う
数
の
セ

ミ
が
一
斉
に
現
れ
て
鳴
き
始
め
る
と
、
音
を
楽
し
む
ど
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。 

日
本
の
夏
の
音
色
と
言
え
ば
風
鈴
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
夏
に

な
る
と
軒
先
の
窓
辺
に
風
鈴
を
飾
る
ご
家
庭
が
あ
り
ま
す
。
今

は
風
鈴
の
音
は
楽
し
む
た
め
に
あ
り
ま
す
が
、
元
々
は
疫
病
が

流
行
し
が
ち
な
夏
の
時
期
に
風
鈴
が
鳴
ら
す
音
が
魔
よ
け
に

な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
風
が
悪
い
も
の
を
運
ん
で
来
る
と
信

じ
ら
れ
て
い
た
当
時
だ
か
ら
こ
そ
、
風
が
吹
い
た
時
に
魔
よ
け

の
音
が
鳴
っ
て
悪
い
も
の
を
家
か
ら
遠
ざ
け
て
い
ま
し
た
。
そ

の
役
割
は
ち
ょ
っ
と
鹿
威
し
に
も
似
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
が

偶
々
、
風
に
あ
の
涼
し
げ
な
見
た
目
と
音
の
イ
メ
ー
ジ
が
重

な
っ
て
、
夏
の
涼
を
あ
ら
わ
す
代
名
詞
に
な
り
ま
し
た
。
（
今

は
屋
内
の
エ
ア
コ
ン
か
ら
送
ら
れ
る
つ
め
た
い
風
で
風
鈴
が

鳴
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
本
当
の
意
味
で
涼
し
い
音
で
す
。
） 

こ
の
よ
う
に
音
に
は
色
ん
な
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。
音
は

他
者
の
気
を
引
い
た
り
、
あ
る
い
は
遠
ざ
け
る
は
た
ら
き
も
あ

り
ま
す
が
、
あ
る
い
は
、
音
楽
み
た
い
に
喜
び
や
悲
し
み
な
ど

の
感
情
を
表
現
で
き
た
り
し
ま
す
。
ラ
イ
ブ
会
場
で
ロ
ッ
ク
バ

ン
ド
が
作
り
出
す
会
場
の
一
体
感
や
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
連

想
さ
れ
る
美
し
さ
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
想
起
さ
せ
て
く
れ
る
清

廉
さ
も
音
の
は
た
ら
き
の
一
種
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
音
の

は
た
ら
き
を
挙
げ
て
い
け
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ

に
も
共
通
す
る
音
の
は
た
ら
き
と
し
て
、
私
た
ち
を
何
か
に
集

中
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

お
浄
土
に
つ
い
て
、
仏
説
大
無
量
寿
経
と
阿
弥
陀
経
に
は
こ

ん
な
一
説
が
あ
り
ま
す
。 

清
風
、
時
に
お
こ
り
て
五
つ
の
音
声
を
出
す
。
微
妙
に

し
て
宮
商
、
自
然
に
あ
ひ
和
す
。 

こ
の
音
を
聞
く
も
の
、
み
な
自
然
に
仏
を
念
じ
、
法
を

念
じ
、
僧
を
念
ず
る
の
心
を
生
ず
。 

お
浄
土
で
は
宝
樹
か
ら
な
る
林
が
心
地
よ
い
風
に
吹
か
れ
る

と
、
宝
樹
に
咲
い
た
宝
石
か
ら
な
る
花
と
葉
が
こ
す
れ
合
っ
て

こ
ぼ
れ
る
よ
う
な
美
し
い
音
を
奏
で
る
。
そ
し
て
、
そ
の
音
を

聴
い
た
者
た
ち
は
自
然
に
仏
法
僧
を
念
じ
る
心
が
起
こ
さ
れ
る

と
言
い
ま
す
。 

阿
弥
陀
様
の
お
心
を
頂
戴
す
る
私
た
ち
は
、
お
浄
土
の
音
を

実
際
に
聴
く
修
行
を
し
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
そ
う
し
な
く
て
も

お
浄
土
の
音
は
い
つ
も
聞
い
て
い
ま
す
。
東
本
願
寺
の
学
僧
、

安
田
理
深
師
は
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
お

念
仏
は
浄
土
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
」 

常
日
頃
か
ら
聞
か
さ
れ
て
、
気
付
か
し
て
下
さ
る
の
が
お
念

仏
の
音
の
は
た
ら
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
気
付
い

た
後
に
私
た
ち
が
も
う
一
度
お
念
仏
に
耳
を
傾
け
る
と
、
心
は

自
ず
と
仏
様
を
想
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
合
掌 

「

法

味

楽

」

味

わ

う×

楽

し

む

＝

仏

教 

羅府別院 開教使 

村上 響 

新
連
載 

【
浄
土
の
こ
と
ば
】 

「
阿
弥
陀
仏
」 

阿
弥
陀
は
古
代
イ
ン
ド
語
の
ア
ミ
タ
ー
バ
と
ア
ミ
タ
ー
ユ
ス

を
音
写
し
た
も
の
な
の
で
、
漢
字
字
体
に
意
味
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
が
ア
ミ
タ
ー
バ
は
無
量
の
光
、
ア
ミ
タ
ー
ユ
ス
は
無

量
の
命
を
意
味
し
ま
す
。 

無
量
の
光
は
差
別
す
る
こ
と
な
く
世
界
を
隅
々
ま
で
照
ら
す

の
で
仏
の
智
慧
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
無
量
の
命
は
、

遥
か
昔
か
ら
遠
い
未
来
ま
で
常
に
凡
夫
を
照
ら
し
続
け
る
た
め

の
限
り
な
い
時
間
で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
は
仏
の
慈
悲
を
さ
し
ま

す
。 光

は
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
現
象
で
す
。
光
に
も
種

類
が
あ
っ
て
セ
ン
サ
ー
に
使
わ
れ
る
赤
外
線
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
に

使
わ
れ
る
Ｘ
線
な
ど
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
実
は
光

は
宇
宙
が
誕
生
し
た
頃
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
最
初
の

宇
宙
は
あ
ま
り
に
散
ら
か
っ
て
い
た
の
で
光
す
ら
通
れ
る
道
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
宇
宙
が
約
３
８
万
歳
に
な
っ
た
頃
、
大

き
く
な
っ
た
宇
宙
に
隙
間
が
で
き
て
や
っ
と
光
が
進
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
宇
宙
の
年
齢
は
お
よ
そ
１
３
８
億
歳

で
す
。
今
も
そ
の
時
の
光
が
遥
か
遠
く
か
ら
地
球
に
届
い
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

阿
弥
陀
仏
は
よ
く
光
の
仏
様
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
光
が
決

し
て
消
え
る
こ
と
な
く
全
宇
宙
を
照
ら
し
続
け
て
い
る
の
は
暗

闇
に
生
き
る
私
た
ち
を
照
ら
す
た
め
で
す
。
暗
闇
が
晴
れ
て
る

と
、
真
実
の
世
界
が
見
え
て
き
ま
す
。 

 

２０２１年度 

年忌法要早見表 

 

法要の日時が決まりましたら 
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９
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９

９
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９
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回
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２
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